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朝側オーロラパッチのドリフト振動とULF地磁気脈動の関係
Relation between drift oscillations of auroral patches in the morning sector and ULF pul-
sations
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本研究では、明け方から正午にかけて同時に観測されたオーロラパッチのドリフト振動、ULF地磁気脈動、伝搬性オー
ロラアークの関係を調査し、その物理過程を考察する。これまでに、我々は、2004年 7月 8日 9-14MLTに南極点基地
（-74.3CGLAT）で観測された数時間にわたって形や位置、明るさが変動しないオーロラパッチ（Quasi-Stationary Auroral
Patches: QSAPs）を調査してきた（Ebihara et al., 2007）。この期間中、QSAPsは東西方向のドリフト速度の振動を示し、
この振動は極方向に伝播するオーロラアーク（Poleward Moving Auroral Arcs: PMAAs）や Pc 5地磁気脈動と同時に観測
された。さらに詳細な解析により、これら 3つの現象は全て Pc5の周期を持っており、規則的な位相関係があることが
明らかになった。
このオーロラパッチのドリフト振動と ULF地磁気脈動との相関については、過去の研究でも報告例があり、磁気圏中

を伝播する磁気音波とアルフヴェン波との結合によって生じる電離圏擾乱であることが推測された（Oguti et al., 1987）。
さらに、我々は、磁気圏で磁力線共鳴（Field-Line Resonance: FLR）が起こっていると仮定して、数値シミュレーション
により磁気圏電離圏結合過程を計算した。その結果、QSAPsの振動、PMAAs、Pc5地磁気脈動は、全て FLRが作り出
す現象として統一的に解釈できることを示した。
このようなオーロラパッチのドリフト振動は、ノルウェーのトロムソ（66.7CGLAT）のカラーデジタルカメラでも明

け方付近でしばしば観測され、ULF地磁気脈動の出現と良い相関が見られる。本講演では、トロムソで得られたオーロ
ラパッチの特性についても、北欧の地磁気ネットワーク IMAGE の地磁気データとの比較を交えて報告する。
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